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２０２４年問題とその影響
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◆時間外労働の上限規制の適用
・ドライバーは2024年4月から年960時間（月平均80時間）

◆改善基準告示の改正への対応
・2024年4月から1年間の拘束時間3,300時間(≒時間外労働の上限規制年960時間)

規制への
対応

2024年
問題の
影響

試算
想定

輸送条件やドライバーの労働条件
が現状と変わらないとすると

2024年▲14.2％

年間拘束時間3,300時間を
超える部分は運べなくなると

想定

運送
事業者

◎条件の合わない仕事は断らざるを得ない
◎仕事量の減少により営業機会を損失
◎現在の労働条件では、断る仕事の分のド
ライバー増員も難しい

荷主/
産業界

◎今までどおりの輸送ができ
ない、事業活動に影響が

◎今まで通りの輸送サービス
が受けられない

物流危機／企業活動・経済活動への影響

出所：経済産業省HP「第３回 持続可能な物流の実現に向けた検討会、資料1「物流の2024年問題」の影響について（NX総合研究所）を一部加工

2024年問題
＋ドライバー不足で
2030年▲34.1％

試算
結果

物流革新に向けた政策パッケージ、物流の適正化・生産性向上に向けたガイドライン等国の施策

営業用トラックで
不足する輸送能力

ドライバー不足
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「物流革新に向けた政策パッケージ」のポイント （令和５年６月２日）
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出所：内閣官房HP
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具体的な施策（１） 商慣行の見直し
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出所：内閣官房HP
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具体的な施策（２） 物流の効率化
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出所：内閣官房HP
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具体的な施策（３） 荷主・消費者の行動変容
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出所：内閣官房HP
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出所：国土交通省HP
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出所：国土交通省HP
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日制定
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１．発荷主事業者・着荷主事業者として共通する取組事項
（１）実施が必要な事項
■ 物流業務の効率化・合理化
①荷待ち時間・荷役作業等にかかる時間の把握

協会会員は、発荷主事業者としての出荷、着荷主事業者としての入荷
に係る荷待ち時間及び荷役作業等（荷積み・荷卸し・附帯業務）にかか
る時間、作業内容等の実態を把握する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定

9

②荷待ち・荷役作業等時間２時間以内ル－ル

協会会員は、荷待ち、荷役作業等にかかる時間を計２時間以内となるよ
う努める。その上で、荷待ち、荷役作業等にかかる時間が２時間以内と
なった場合は、更なる時間短縮に努める。

このため、協会会員は、①の実態や物流業者からの要請に応え、発着
荷主、物流事業者と協議し、作業の分担を明確にするよう努め、⾧時間

の荷待ちや、物流業者が行う必要がない荷役作業等をさせないようにし、
時間短縮を図る。

また、協会会員は、貨物自動車運送事業法等の関係法令及び法令に基
づく命令を遵守して事業を遂行することができるよう、必要な配慮をしな
ければならない。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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③物流管理統括者の選定

協会会員は、物流の適正化・生産性向上に向けた取組を事業者内に
おいて総合的に実施するため、物流業務の実施を統括管理する者
（役員等）を選任する。物流管理統括者は、物流の適正化・生産性向
上に向けた取組の責任者として、他部門と連携し物流の適正化・生産
性向上の取組を主導する。

④物流の改善提案と協力

発荷主事業者・着荷主事業者の商取引契約において、物流に過度な
負担をかけているものがないか検討し、改善に努める。

また、物流事業者から要請があった場合には、真摯に協議に応じると
ともに自らも積極的に提案する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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■ 運送契約の適正化
⑤運送契約の書面化
運送契約の書面化に努める。

⑥荷役作業等に係る対価

協会会員は、運転者が行う荷役作業等の料金を支払う者を明確化し、
物流事業者に対し、当該荷役作業等に係る適正な料金を対価として
支払う。

⑦運賃と料金の別建て契約

運送契約を締結する場合には、運送の対価である「運賃」と運送以外
の役務等の対価である「料金」を別建てで契約することに努める。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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⑧燃料サーチャージの導入・燃料費等の上昇分の価格への反映

物流事業者から燃料サーチャージの導入について相談があった場合
及び燃料費等の上昇分や高速道路料金等の実費を運賃・料金に反
映することを求められた場合には協議に応じる。

■ 輸送・荷役作業等の安全の確保
⑨異常気象時等の運行の中止・中断等

台風、豪雨、豪雪等の異常気象が発生した際やその発生が見込まれ
る際には、無理な運送依頼を行わない。また、運転者等の安全を確保
するため、運行の中止・中断等が必要と物流事業者が判断した場合
は、その判断を尊重する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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（２）実施することが推奨される事項
■ 物流業務の効率化・合理化
①予約受付システムの導入
トラックの予約受付システムの導入に努め、荷待ち時間を短縮する。

②パレットの活用
パレットの活用に努め、荷役時間等を削減する。

③入出荷業務の効率化に資する機材等の配置

荷待ち時間が発生しないよう、荷役に必要な機材・人員の配置に努め
る。また、入出荷業務の効率化を進めるためデジタル化・自動化・機
械化に取り組む。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定

14

④検品の効率化・検品水準の適正化

検品方法や返品条件等の検品の効率化・検品の適正化を推進し、返
品に伴う輸送や検品に伴う拘束時間を削減する。

⑤物流システムや資機材（パレット等）の標準化

物流に係るデータ・システムの仕様やパレットの規格等について標準
化を推進する。

⑥輸送方法・輸送場所の変更による輸送距離の短縮

トラック運転者の拘束時間を削減するため、集荷先・配送先の集約等
に努める。

⑦共同配送の推進等による積載率の向上

貨物の配送単位が小さい場合には、他の荷主事業者との連携や物流
事業者への積合せ配送の実施により、積載率を向上する
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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■ 運送契約の適正化
⑧物流事業者との協議

運賃と料金を含む運送契約の条件に関して、物流事業者に対して積
極的に協議の場を設ける。

■ 輸送・荷役作業等の安全の確保
⑨荷役作業時の安全対策

荷役作業を行う場合には、労働災害の発生を防止するため、安全な
作業手順の明示、安全通路の確保、足場の設置等の対策を講じると
ともに、事故が発生した場合の損害賠償責任を明確化する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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２．発荷主事業者としての取組事項
（１）実施が必要な事項
■ 物流業務の効率化・合理化
①出荷に合わせた生産・荷造り等

出荷時の順序や荷姿を想定した生産・荷造り等を行い、荷役時間を
短縮する。

②運送を考慮した出荷予定時刻の設定

トラック運転者が配送先まで適切に休憩を取りつつ運行することが可
能なスケジュールが組めるよう出荷予定時刻を設定する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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（２）実施することが推奨される事項
■物流業務の効率化・合理化
①出荷情報等の事前提供

貨物を発送する場合に、物流事業者や着荷主事業者の準備時間を
確保するため、出荷情報等を早期に提供する。

②物流コストの可視化

着荷主事業者との商取引において、基準となる物流サービス水準を
明確化し、物流サービスの高低に応じて物流コスト分を上下させるメ
ニュープライシング等の取組を実施し、物流効率に配慮した着荷主事
業者の発注を促す。

③発荷主事業者側の施設の改善

荷待ち・荷役作業等の時間の削減に資するよう、倉庫等の物流施設
の集約、新設・増設、レイアウト変更等、必要な改善を実施する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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④混雑時を避けた出荷

発・着荷主協力のもと、道路が渋滞する時間や混雑時間を避け、出荷
時間を分散させる。

⑤発送量の適正化

発・着荷主協力のもと、荷待ち時間を削減するとともに運行効率を向
上させるため、日内波動や曜日波動、月波動などの繁閑差の平準化
や、隔日配送化、定曜日配送化等の納品日の集約等を通じて発送量
を適正化する。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定

19

３．着荷主事業者としての取組事項
（１）実施が必要な事項
■ 物流業務の効率化・合理化
①納品リードタイムの確保

発荷主事業者や物流事業者の準備時間を確保し、輸送手段の選択
肢を増やすために、発注から納品までの納品リードタイムを十分に確
保するよう努める。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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（２）実施することが推奨される事項
■ 物流業務の効率化・合理化
①発注の適正化

荷待ち時間を削減するとともに運行効率を向上させるため、日内波動
や曜日波動、月波動などの繁閑差の平準化や、適正量の在庫の保有、
発注頻度の減少等を通じて発注を適正化する。

②着荷主事業者側の施設の改善

倉庫等の物流施設の集約、新設・増設、レイアウト変更等を行い、荷
待ち・荷役作業等の時間を削減する。

③混雑時を避けた納品

発・着荷主協力のもと、道路が渋滞する時間や混雑時間を避け、納品
時間を分散させる。
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【自主行動計画の例】一般社団法人日本外食品流通協会 2023年11月8日 制定
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４．業界特性に応じた独自の取組

上記１．から３．までの取組に加えて、新たな課題が生じた場合には、
関係団体と連携して、課題解決に努める。
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我が国でのパレット標準化の状況
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資料：経済産業省ＨＰより
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フィジカルインターネットのコンセプト
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 物流の効率性と持続可能性の向上であり、標準化されたモジュラー式コンテナ、物流結節点、プロト
コルを通じてリソースの共有と統合を可能にすること

 「インターネット」のパケット交換の仕組みを物流に適用して、「フィジカル」なモノの輸送・仕分・保管を
変革する

資料：野村総合研究所ＨＰより
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GS1 Smart-Box
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出所：GS1ドイツ資料

 欧州では、2015年より、GS1ドイツが中心となって、リターナブルな標準プラスチックコンテナ「GS1 
Smart-Box」について検討プロジェクトを開始。

 2021年4月より量産を開始し、ドラッグストア業態（日用品等）より本格導入を進めている。普及拡大に
よりCO2排出とコストの20%削減を目標としている。

 サイズはユーロパレットのユニット・ロードを基準に設定、 平面は600x400mm、300×400mm。高さは
５段積みの場合211mm。
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外装サイズの標準化
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●「加工食品分野における物流標準化アクションプラン」を受け、外装サイズの標準化に関して、主としてT11パレットを利
用する複数事業者で「加工食品分野における外装サイズ標準化協議会」を開催し、T11パレット利用時における効率的
な外装サイズの在り方について議論が行われた。

●当協議会では、外装段ボールサイズの標準化に関する以下の事項を検討し、「加工食品分野における外装サイズガイド
ライン」として取りまとめた。外装サイズの標準化が実現した際には「パレットへの積載効率の向上、輸送効率等の向上な
ど、荷主にとっても大きな効果が期待できる」としている。

資料：国土交通省ＨＰより
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荷待ち時間等の記録の義務付け

26出所：全日本トラック協会ＨＰより
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荷待ち時間・荷役作業等の記録の義務付け

27出所：全日本トラック協会ＨＰより
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時間管理のためのツール例

28
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長時間の荷待ち・荷役作業発生の要因①
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（１） アイテム数の増加

消費者意識の多様化（価格志向、食生活の価値観等）に対
応した、競争領域における製配販各社のＭＤ活動（ある製品
について、その製品を消費者に買ってもらえるようにするた
めの計画、および活動）により、取扱アイテム数は増加傾向
にある。このことが各層物流現場における作業の煩雑化、
荷待ち・荷役作業時間の長期化につながっていると考えら
れる。

出所：「荷待ち・荷役作業削減に向けた加工食品業界の取組みガイドライン」（一社）日本加工食品卸協会
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長時間の荷待ち・荷役作業発生の要因②
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（２） 着荷主事業者物流センターのバースや入荷作業場の狭隘化

取扱アイテム数や使用パレットの増加等により、入荷バース
や作業場スペースを十分に確保できなくなってきている。よ
り省スペースかつ機動性のある什器の活用等の工夫が必
要になっている。

出所：「荷待ち・荷役作業削減に向けた加工食品業界の取組みガイドライン」（一社）日本加工食品卸協会
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長時間の荷待ち・荷役作業発生の要因③
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（３） バラ降ろしによるバースの占有

一部発荷主事業者においては商品特性等の理由から、車
両積載率向上のための「バラ積みバラ降ろし」納品が行わ
れており、荷待ちや荷役作業時間長期化の原因となってい
る。

出所：「荷待ち・荷役作業削減に向けた加工食品業界の取組みガイドライン」（一社）日本加工食品卸協会
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長時間の荷待ち・荷役作業発生の要因④
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（４） 先着順による入荷検品

入荷を先着順に行う着荷主事業者物流センターにおいては、
多くのドライバーが出来るだけ早く荷降ろしを開始したいが
ため、受付開始前に並ぶこととなり、長時間の場外待機が
発生する。

出所：「荷待ち・荷役作業削減に向けた加工食品業界の取組みガイドライン」（一社）日本加工食品卸協会
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「ガイドライン」と「改善に向けたステップ」
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出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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取引環境と長時間労働の改善に向けた取り組みの類型と対応

34
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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パレット荷役による積み込み作業時間の削減

35
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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パレット利用による荷役時間の削減、運行計画の見直し等

36
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン 事例集」
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手待ち時間の削減等関係者間の協力による拘束時間短縮

37
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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冷蔵食品のパレット化

38
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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一貫パレチゼーションと受付予約で着荷主滞在時間を短縮

39
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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「レンタルパレット輸送」 による荷積み時間の削減、「事前連絡」による荷受け体制の効率化

40
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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パレットラウンドユースによる荷卸し時間削減

41
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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小売店直送における取卸し作業の時間短縮への取組

42
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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「朝積みの時間の前倒し」と「荷物の区分け・整理する」ことによる荷積み時間削減

43
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

運行開始日の朝積みの作業開始時間の前倒し及び荷役時間の縮減により、着荷主の市
場の混雑ピーク前に到着することで1日の拘束時間を削減。
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荷主企業の協力で卸し先の集約化

44
出所：「運送事業者と荷主企業の協力による改善基準告示の遵守に向けた取り組み事例」
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複数卸しから１箇所卸しへの配車計画による拘束時間の削減

45
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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バース接車コントロール、専門積込作業員配置による積込時間の縮減

46
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

バース接車コントロール
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作業時間の制限による拘束時間の削減

47
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

作業開始前の安全ミーティングから据付

作業完了までの全行程を「輸送リー

ダー」と呼ばれる担当者が統括している

が、輸送リーダーはドライバーも兼任して

いるため拘束時間の長大化が問題で

あった。

●輸送リーダーを途中でスイッチする

据付作業の開始から終了まで一人の輸

送リーダーで進めるのではなく、遠方や

ユニット数の多い据付現場については途

中で輸送リーダーを交替させることとした。

据付現場で作業開始前に実施する安全

ミーティングが長引いたりなどの要因によ

り作業開始が９時より遅れることが頻発、

輸送リーダーをはじめとするドライバーの

拘束時間オーバーに繋がるケースが

あった。

●据付作業の９時開始を厳守する

集合場所と据付現場のそれぞれで実施

していた安全ミーティングを１回に集約す

るとともに、開始時間の厳守を徹底させ

ることとした。

高速道路の利用に関しては輸送距離な

ど、利用に際して一定のルールを設定し

ていた。

●現場への行き、帰りで必要に応じて高速道路を利用する

拘束時間が長くなりそうなケースでは、距

離に関わらず必要に応じて高速道路の

利用を推奨することとした。
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入荷専用バースと取り下ろし体制の改善による拘束時間の削減

48
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

 1運行あたりの拘束時間が、全ての横持ち運行便の平均で154分から145分へと9分短縮された

 うち、宇都宮センターに入荷のある便に関しては163分から143分へと20分短縮された

③ 搬送機付近３箇所に貨物仮置きスペースを設け、フォーク作業遅れのバッファとする

① 入荷専用バースとして水平搬送機につなが
る「３号搬送機入荷口」に加え、５番バース
を追加割当て

② ２・３階のフォークマンを増員し、搬送機から
の取り下ろしを強化

3号搬送機 
入荷口  
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倉庫内作業と積込方式の変更による作業時間短縮

49
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

【取組方策①】倉庫内に出発する時間帯別にレーンを設定し、積込貨物をレーンごとに集約化する。

〇出発時間ごとに、倉庫内にレーンを設定し、当該レーンにピッキングした貨物を並べることで、運転者 はフォークリフトで積込むべき貨物を素
早く把握でき、積込み作業時間を縮減できた。

【取組方策②】クラッチ部品の保管場所を複数個所から１箇所に集約する。

〇倉庫内の保管場所を２箇所から１箇所に集約することで、納期遅延の部品の在庫状況を一元管理する ことができ、ピッキング作業の効率化に
つながった。

【取組方策③】納期遅延部品の納入予定時間、サンデン側の納入リミット時間を共有化し、最適な作業計 画を立案する。

〇納期遅延部品の納入予定時間を中町倉庫のピッキング作業員が把握することで、効率的なピッキング 作業ができ、運転者の積込作業時間の
縮減につながった。
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作業見直しによるドライバー作業時間削減

50
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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トラック便の手待ち時間と積込み時間の削減

51
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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貨物積込工程の段取り改善によるドライバー作業時間の短縮

52
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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空クレート取卸し作業の分離等による拘束時間削減

53
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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納入時刻の平準化・フォーク割り当てによる労働時間削減

54
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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１日当たりの出荷台数の抑制により入荷量を平準化

55
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」



Copyright © 2022 NX Logistics Research Institute and Consulting, Inc.

積込み作業の効率化等による拘束時間の削減

56
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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商品仮置きルール見直しで、積込み作業時間を削減

57
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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輸送架台使用による荷役作業時間削減と拘束時間削減

58
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

 輸送架台の使用により拘束時間（タイヤの積卸し作業の削減時間と空の輸
送架台の積卸による作業時間増加を含む）が約2時間30分削減。

 ただし輸送架台の使用により積載効率は4割減となるため、継続実施のため
には架台の改良による積載効率の上昇などが課題となる。

 発荷主・元請運送事業者においては今後もこの課題解決に向けた取り組み
を継続。
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倉庫格納を考慮した積込作業の実施、優先荷卸バース設定、電子タグ（ＲＦＩＤ）導入 による荷卸時間、待機時間の削減

59
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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発注量平準化による取扱ＳＫＵの削減による附帯作業時間の短縮化

60
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

○種類×味×重量×形状等により、多くのＳＫＵ※

があり、多品種少量による発注のため、発荷主、
実運送事事業者、着荷主における荷役作業に
おいて複雑性が増し、作業時間が長時間化して
いる。

※「SKU（Stock Keeping Unit）」は同じ商品でもパッ
ケージ、重量、味等の相違、価格相違等、アイテ
ムよりさらに小さい単位で分類されたもの

○発荷主・元請事業者等：倉庫内荷役作業（ピッキ
ング回数、リフトの移動距離等）が効率化し作業
時間が削減

○実運送事業者：積込み時、積込み作業の効率化、
検品作業が簡易化し、作業時間が削減

○着荷主：パレット単位による数量とすることで、
フォークリフトにより移動する回数、距離、作業員
による工数が削減

 350ケースでは▲18.7%、850ケースでは▲13.8％の短縮化効果があった成果

面単位発注

パレット単位発注

○パレット単位発注

12面×12段＝144個

○従来発注

12面×7段＝84ｹｰｽ

端数8個 合計94ｹｰｽ

○面単位発注

12面×1段＝12ｹｰｽ

○従来発注

端数2ケース
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集荷、荷纏め体制の見直しによる積込み時間の削減

61
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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出荷に合わせた生産体制確立による時間の削減

62
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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ピッキング方式の変更による積込み時間の短縮

63
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

バッチ毎のトータルピッキング

県別等の仕分け

早い出荷 遅い出荷 朝積み

県別等のピッキング

Ａ県 Ｂ県 Ｃ県

県別等のピッキング

Ｇ県 Ｈ県 Ｉ県

県別等のピッキング

Ｄ県 Ｅ県 Ｆ県
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自動仕分機導入による検品作業を削減し、積込作業時間を縮減

64
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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ビール工場におけるトラック待機時間の削減及び積込時間の縮減

65
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」

※WFM：Work Forth Managementの略
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受付車両の平準化等構内滞留時間削減に向けた取組

66
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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運送事業者施設への作業集約で積込時間を短縮

67
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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建材物流コード導入による検品作業の効率化

68
出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン」
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ビール工場で夕積みから朝積みへの変更による拘束時間の圧縮

69
出所：「運送事業者と荷主企業の協力による改善基準告示の遵守に向けた取り組み事例」
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スーパーの仕分け作業の徹底による手待ち時間の削減

70
出所：出所：「荷主企業と運送事業者の協力によるトラックドライバーの長時間労働の改善に向けた取組事例」
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物流改善プロジェクト等による拘束時間の削減

71
出所：出所：「荷主企業と運送事業者の協力によるトラックドライバーの長時間労働の改善に向けた取組事例」

■運送事業者では
・自動車メーカー向けの広島便（1日1便）について、複数工場への巡
回集荷（ミルクラン）を、埼玉～広島間の長距離輸送から分離

■荷主企業では
・グループ全体でも「物流改善プロジェクト」が進行しており、他の
運送事業者以外にも拘束時間の削減を図ることを目指す。
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荷主の集配拠点に自社積卸担当社員を配置

72
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物流拠点を活用した共同輸送の実施

73
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レンゴーの取り組み①
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み②
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み③
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み④
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み⑤
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み⑥
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み⑦
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出所：レンゴー資料
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レンゴーの取り組み⑧
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出所：レンゴー資料
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物流ＤＸの活用①

82出所：出典：国土交通省「物流 DX 導入事例集 」
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物流ＤＸの活用②

83出所：出典：国土交通省「物流 DX 導入事例集 」
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物流ＤＸの活用③

84出所：出典：国土交通省「物流 DX 導入事例集 」
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物流ＤＸの活用④

85出所：出典：国土交通省「物流 DX 導入事例集 」
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物流ＤＸの活用⑤

86出所：「ホワイト物流」推進運動資料
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物流ＤＸの活用⑥

87出所：「ホワイト物流」推進運動資料
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KIVAは商品棚を移動させて作業者のもとへ運ぶ自動搬送ロボット。動作はWi-Fiで制御されており、床に設置した
マークを読み取って移動を行う。「amazon」の物流センターで導入されており、注文から発送までの時間を大幅に
短縮することを実現している。

Amazon Robotics／KIVA（キバ）

自動搬送ロボットの例①
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KIVAと同様、商品棚を移動させて作業者のもとへ運ぶ自動搬送ロボット。動作はWi-Fiで制御されており、床に設
置したマークを読み取って移動を行う。ニトリホールディングスグループの物流子会社・ホームロジスティクスの国
内34ヶ所の拠点に設置される予定で、今年10月には、大阪・茨木市にある「西日本通販配送センター」に、79台が
導入されることが既に決まっている。

GREYORANGE／Butler（バトラー）

自動搬送ロボットの例②
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日立製作所が開発した搬送ロボットであり、KIVAやButler同様に可動式の商品棚を作業者のもとに搬送することでピッキ
ング作業を効率化するロボット。また、出庫頻度の高い商品棚の設置替えや、スムーズに作業をするためのルート判断
などを自ら行うことが可能で、物流倉庫作業の自動化を行うことができる。工具など事業者向け通販で有名な「モノタロ
ウ」の物流センターで既に導入されている。

日立製作所／Racrew（ラックル）

自動搬送ロボットの例③

90



Copyright © 2022 NX Logistics Research Institute and Consulting, Inc. 91

ZMP Inc. ： CarriRo Delivery／CarriRo

ZMPは、業務効率化や利便性向上のために、新たな配達サービスの
導入を検討している森ビルと共に実証実験を実施中（2017年10月20日
現在）。
垂直移動から平面移動まで、多様な物流形態を想定した実験が可能な
六本木ヒルズを舞台として、実際の街における技術面やサービス面の
検証を実施している。

実証実験では、CarriRo Deliveryを使用し、六本木ヒルズ内の物流セン
ターや店舗等から森タワー内オフィスに、エレベータを使用して書類等
の荷物を配達する実験を実施。今後は、物流センターからテレビ朝日
の社屋等の六本木ヒルズ内各施設に荷物を運搬する実験行う予定。

将来的には、オフィスワーカーへのコーヒーデリバリーや、居住者への
荷物の配達など、サービス利便性向上と共に、物流のラストワンマイル
問題の解決を目指す。

また、CarriRoは、追従やビーコ
ンによる自律走行を行う機種と
して、販売されている。

CarriRo Delivery

CarriRo

自動搬送ロボットの例④
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ご清聴ありがとうございました。
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